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お知らせ
I 前回は直前の講義形態変更でご迷惑をおかけいたしました．
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お知らせ
I T2SCHLA の「一般」セクションに授業学修アンケートを設
置しました．回答をお願いいたします．
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お知らせ
I 東工大学勢調査 2024 が始まっています．ご参加ください．
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http://www.siengp.titech.ac.jp/gakuseichousa/


1変数関数の微分
I I ⊂ R：開区間；f : I → R：関数；a ∈ I

定義： f が a で連続であるとは，

lim
x→a

f(x) = f(a)

が成り立つこと．
定義： f が I で連続であるとは I の各点でで連続であること．
定義： f が a で微分可能であるとは，極限値

lim
h→0

f(a+ h)− f(a)

h

(
= f ′(a)

)
が存在すること．

定理： f が a で微分可能 ⇒ f は a で連続．

微分積分学第一 2024/06/27 5 / 9



平均値の定理
定理： f : [a, b] → R：(a, b) で微分可能，[a, b] で連続

⇒ f(b)− f(a) = (b− a)f ′(c), a < c < b を満たす c が存在．
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平均値の定理の適用例 1
定理： f : I → R；区間 I 上で f ′(x) = 0 ⇒ f は区間 I 上で定数．
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平均値の定理の適用例 2
定理： f : (a, b) → R；区間 (a, b) 上で f ′(x) > 0

⇒ f は区間 (a, b) で単調増加
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平均値の定理の言い換え

定理 (平均値の定理)
関数 f が区間 I で微分可能であるとき，点 a ∈ I と a+ h ∈ I と
なるような h に対して，次をみたす θ が存在する：

f(a+ h)− f(a) = f ′(a+ θh)h (0 < θ < 1).
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